
 
 

取組概要 

 

取組名 BI ツールを用いた「沖縄県院内がん登録集計報告書」の集計作業の

効率化の取り組み 

RX 区分 地域貢献 RX／医療 RX 

部署名等 病院がんセンター（伊佐 奈々） 

取組目的ま

たは背景 

琉球大学病院がんセンターでは、2010 年から、沖縄県内の院内がん

登録を行っているすべての医療機関の院内がん登録データを収集

し、Excel を用いて集計・分析を行い「沖縄県院内がん登録集計報告

書」を毎年発行しているが、効率の悪さに課題があった。 そこで、

これまで Excel で行っていた多施設のデータ結合、集計に必要な判

定および表や図の作図を BI ツール TIBCO Spotfire（以下 BI ツール）

を用いて行うことで集計作業の効率化を目的とした。 

取組内容 現在院内がん登録を行っている 18 施設すべての病院長から承諾を

得て、院内がん登録データを収集した。データ結合、集計に必要な

判定はすべて BI ツールを用いて行った。さらに、Excel で作成して

いた約 700 の表やグラフの作図も、BI ツールを用いて作成した。①

上位 5 部位の施設間比較、②小児・AYA 世代（思春期・若年成人）

のがん登録数の施設間比較、③15 がん種のステージ別治療の件数の

施設間比較など、様々なベンチマーク分析を行った。 

実施効果 BI ツールの導入で大幅な業務改善に繋がった。BI ツール導入前後で

は、18 施設のデータ結合や集計に必要な判定の作業時間が約 4 時間

から約 3 分に短縮した。また、700 余りの表やグラフを作成するた

めの処理実行時間が約 23 時間から約 11 分に短縮した。その結果、

がん登録データを用いたベンチマーク分析がスムーズになった。こ

れらの分析結果は、沖縄県医療計画や沖縄県がん対策推進計画の評

価で用いられ、がん対策に寄与するデータ源として活用されるよう

なった。また、がん相談支援センターにおいて患者さんの病院選択

に利用されるようになるなど、活用の幅を広げている。 



BIツールを用いた
「沖縄県院内がん登録集計報告書」の

集計作業の効率化の取り組み

1)琉球大学病院 がんセンター
２）琉球大学病院 診療情報管理センター

伊佐 奈々1)、山本 俊成2)、平田 哲生2)、福岡 しのぶ１）、増田 昌人１）



背 景

 都道府県がん診療連携拠点病院である琉球大学病院では、厚生労働

省「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により「当該都道府

県内の院内がん登録のデータの分析、評価等を行うこと」などが義務付

けられている。

 琉球大学病院がんセンターでは、2010年から、沖縄県内の院内がん

登録を行っているすべての医療機関の院内がん登録データを収集し、

Excelを用いて集計・分析を行い「沖縄県院内がん登録集計報告書」を

毎年発行しているが、効率の悪さに課題があった。 



 これまでExcelで行っていた多施設のデータ結合、集計に必要な判定およ
び表や図の作図を、BIツールTIBCO Spotfire（以下BIツール）を導入し、
実施する。

集計作業を効率化し、病院間比較等のベンチマーク分析をスムーズにする。

目 的

方 法

目的の承諾を得て、沖縄県内の院内がん登録を行っている全18施設から
データを収集する。

 18施設のデータの結合、集計に必要な判定および約700の表や図の作
図は、すべてBIツールを用いて行う。



結 果① 集計するための前準備 データ結合

収集した18施設のデータを、列の並び
替えを行い、コピー＆ペーストでひと
つにまとめ、セルの形式の修正などを
手作業で行っていた。

BIツールにより、データのインポートと
結合、列の並び替え、書式設定の統一
化の部分が自動化。

Excelの場合 BIツールの場合 

約100
項目

年間
約13000症例



Excelの場合 

BIツールの場合 

集計するために必要な判定の設定画面

集計に必要な大量の判定を
Excelの各種関数を用いていた。

BIツールでは、計算カラムという
部分に計算式を記述し、判定する。

結 果②



表や図の作図

BIツールの場合 Excelの場合 

表示したいがんの種類を変えるだけ
で、約2分の処理実行時間。700の
作図に膨大な処理時間がかかる。

フィルター機能を活用

結 果③



ベンチマーク分析 『施設別 登録数の推移』

ワンクリックで

更新！

・フィルター機能を用いることによって、
がんの種類を変えての集計、対象年を変
えての集計、施設を絞っての集計などが
効率的になった。

結 果④



ベンチマーク分析 『施設別 上位5部位登録数』

ワンクリックで

更新！

・効率的に、各施設の症例数の多いがんの種類を見ることができ、特徴を把握できる。
・琉球大学病院の症例が、一般的な傾向とは違うことが一目で分かる。

結 果⑤



BIツール

導
入
後

自動加工

データ結合の自動化、ワンクリック更新で負荷ゼロに

手作業による加工と更新

レポート根性！
コピー & ペースト導

入
前 列の並び替え

４時間 23時間

14分

「沖縄県院内がん登録集計報告書」の集計作業の効率化

レポート

効 果



＜患者関係者の立場＞

 がん種毎に登録数の多い医療機関や各施設の治療内容が

明らかになり、患者さんが病院を選ぶ際の目安となっている。

＜医療機関の立場＞

 報告書により、自施設の県内での位置づけが分かり、

今後の力を入れていく分野の方向付けに役に立った。

 各施設のがん相談支援センターで患者支援の

ツールとして普及しつつある。

＜行政の立場＞

 県内でのがん治療の集約化の程度等がわかるようになり、

がん計画の評価において指標としても用いられた。

様々なステークホルダーの利活用

第７次沖縄県医療計画の指標として利用

「がん診療を行う医療機関」の選定で利用

各医療機関のがん相談支援センターで利用

沖縄県庁Webサイトより

発 展
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